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1.問題 の所在 と本稿 の 目的
筆者 は新宿 区教育委員会 と早稲 田大学大学院 日本語教育研 究科の協定の もとで 日本
語 ボランテ ィア として、新宿区の小学校に通 うJSL児童の 目本語支援 を行っている。
対象は現在小学3年 生のJSL児童2名(F、M)で あ り、彼 らが小学2年 生の時か ら支
援 を行ってい る。2児 童は どち らも中国語 を第一言語 としているものの、小学校入学
前 に来 日してお り、滞 目年数は2年 以上であるため 日本語が生活す る上での中心の言
語 となってい る.日 常会話にお いてはイ ン トネーシ ョンやア クセン トも含めて 日本人
児童 と何 の違い も見 られず、む しろ会話 を聞いてい るだけだ と同年齢の 日本人児童 よ
りも口が達者なのではないか と思 うこともあるくらいである。実際に筆者 は支援 を開
始 して以来 『JSLバン ドスケール2004試行版 ・小学校編』(以下、『JSLバン ドスケー
ル』)(早稲 田大学大学院 日本語教育研究科年少者 日本語教育研 究室編、2004)を用い
て彼 らの 目本語 での コミュニケー シ ョン能力 を何度 も測定 して きているが、「聞 く」「話
す」にっいては両児童 とも支援 を始めた段階ですでに、最高の7、 も しくはひ とつ下
の6と 、非常に高い測定結果を出 している。
『JSLバン ドスケール』 の測定 でこのよ うに高い測定結果がでてい る彼 らにど うして
目本語支援が必要なのか とい う疑問 も生 じるかも しれ ない。 しか し筆者 が彼 らの支援
に携 わる中で直面 したのが彼 らの 「表記力」の問題であった。会話を しているときに
は全 く問題が見 られないのに、表記 になると清音 ・濁音 ・半濁音 を混同 して しまった
り、第一言語の影響 と考えられるら行 とな行の混同や 、また長音や促音 ・機音が脱落 ・
添加 した りと表記上の問題点が非常に多 く見 られた。実際に筆者が彼 らの支援 を行 う
にあたって事前に当時の担任の先生 と話 を した際に も、「会話において は全 く問題がな
い。促音や濁音 などを書 くこ とができないか ら書けるよ うに してほ しい」 とい う話を
いただいていた。 こ二でい う 「書 くことができない」 とは、文章の内容 の問題 ではな
くあ くまでも 「表記ができない」 とい うことである。そのた め筆者 は 「表記力」 とい
う言葉 を用いて表 してい る。 第2章 で記す 『JSLバン ドスケール』の測定では、両児
童の測定結果は読む ・書 くに関 しても3～6と 比較的高い測定結果が出ている部分 もあ
る。 これは、『JSLバン ドスケール』では主に文章のジャンルや 内容な どの面で測定 し
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てい るためであ り、筆者 の言 う 「表記力」 とは違 った観点で測定 しているか らである
(ただ し、『JSLバン ドスケール』 「書 く」の項 目には表記に関す るチェック項 目がな
いわ けではない)。
上記 の ような状態の2児 童への支援に携わる中で、「表記できない」とい う問題の原
因を筆者はr音 の聞 き取 り」 に焦点をあてて考えるよ うになった。会話 を している際
には全 く問題 のない彼らでも、実は単音の聞 き取 りができていないのではないだろ う
か、それが表記 できない ことの原因になっているのではないだろ うか、 とい うのが筆
者の考 えの出発 点であ り、本稿の核 となる点 でもある。本稿の 目的は、筆者 がこの考
えに基づいて彼 らに対 して行 ってきてこれまで支援 を振 り返 り、2児 童のr表 記加
に どのよ うな変化があったのか 、どのよ うな点で支援が有効であったかを考えるもの
である。そ して、筆者が2児 童 に行った支援が彼 らと同 じような状態で 日本の学校に
通ってい るJSL児童 ・生徒 への 目本語支援 に少 しで も役 に立つものになる ことを望む。
2.教 育実践
2-1.対象児童 の背景と支援形態
本節ではまず 、筆者が支援を行 っている小学3年 生児童2名 の背景や 目本語支援の
形態 について簡単に言及す る。児童の背景については以下にま とめる とお りである。
名前 F M
在籍学年 小学3年生 小学3年生
在 日期間
(2005年7月現在)
2年以上(幼 稚園時に来 日〉 2年以上(日本で保育園経験あり?)
言語環境 日本語(学校、生活)・中国語(家 庭〕・
英語(塾)
日本語(学 校、生活)・中国語(家 庭)
家庭内言語 中国語 ・日本語 中国語 ・日本語
言語使用状況 母親は意識的に中国語を使用 してい
るが、Fが中国語の読み書きが可能
かは不明。筆者の前では母親の中国
語での問いかけにも日本語で返答し
ていた。
家庭内では中国語が主要言語。家族はあ
まり日本語が得意ではない。 しか しM
の生活言語は主に日本語のため、家族も
なるべくMに は日本語で話 しかけてい
る様子。
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日本 語
[JSLバンド スケー ル]
※
測定日 聞く 話す 読む 書く 測定日 聞く 話す 読む 書く
04.02.257 6 4 4 04.02.25一 一 一 一
04.07.097 7 5 4 Q{,O了,09一 一 一 一
04,11.307 7 5 5 04.11.3D6 6 4 3～4
05.01. 7 7 5 5 05.01 7 6 4～5 3～4
05,05.27 7 5～6 5～6 05.05.27 6 4 3～4
Q5.07.017 7 5～6 5～6 05,07.017 6 4 4
特記事項 来日前は英語で教育を受けていた。現
在学校以外にも塾やおけいこにほぼ
毎日通っており、人と接することが得
意。
04年6月か ら1ヶ 月間中国 に帰国、その
後夏休み に入ったた めその問支援が途切
れていた。
これまでの支援 03年11月～04年2月(矢 本 さん)
04年6月 ～(筆 者)
03年5月～03年2月(星 野 さん)
04年10月～(筆 者)
※ 『JSLバン ドスケール』の測 定に関 しては、04年2月 ～Q5年1月 のデー タは小
学校低学年編 、05年5月 以降のデータは小学校中高学年編による。
筆者 は上記の児童2名 に対 し、04年6月か ら04年7月 まではFの みを、04年10月
か らはF、Mの2名 を同時に放課後に取 り出 し、週 に一度1時 間か ら1時 問半 ほど支援
を行っている。場所は児童の通 う小学校の会議室 で行ってお り、 これは支援開始以来
変更がない(た だ し会議室が学校の行事な どで使用 されるときは教室 の変更あ り)、
2-2.日本語支援の 目標
先述 のとお り、筆者の問題意識は表 記に問題があるJSL児童 の 「正 しく表 記できな
い」原因は彼 らの聞き取 りにあるのではないか とい う点か らス ター トしている。 これ
は田頭(2002)のr表記は発音 と表裏の関係に ある」 とい う指摘や、資料 を出 しなが
らとっ き合わせなが らr聞 こえて きた 目本語 を、母語の発音で聞き取って、ひ らがな
に書 き表 していることが分かる」 と指摘 し、発音 ・表記指導の結合の必要性 を説いて
いるこ とか らも分かるだろ う。しか し、「子 どもは大人と違って音声を自然に獲得す る」
とい う一般的な見解 があった り、またJSL児童 の多 くが来 日後1～2年 もすれば流暢 に
目本語 を話すよ うにな り、日常会話を行 うには何の問題 もないよ うにみ えた りす るこ
と、 さらにJSL児童が少 しで も早 く在籍 クラスでの教科学習 にっいてい けるよ うに し
なけれ ばならない現状 など、 さま ざまな要因か ら実際の教育現場においてJSL児童 に
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対 して初期指導では音声面の指導も行われているものの、多 くの揚合支援の内容は読
み書 き支援や教科学習支援が 中心であ り、初期指導以外で音 声指導を行っているとこ
ろは少 ないだろ う。
しか し会話には何の問題 もない ように見え、書 くことだけができないJSL児童 に対
して、個々の音 を意識 して聞 く練習 をさせる ことでr表 記力」の問題の解決につなが
ってい くのではないか と筆者 は考え、支援の中でr音 の聞 き取 り」に焦点 を当てた活
動 を行 うことでr音 への意識化」をさせ ることを支援の 目標 とした。 これは一 見会話
には何の問題 もないJSL児童のレベルにはそ ぐわない練習のよ うに見えるか もしれな
い が、筆者 は彼 らの 「表記力」をあげるためには非常に重要な ものだと考えてい る。
2-3.音 を意識化 させるための支援
筆者 が2児 童 に対 して行 った、音を意識 して聞き取 るための支援を項 目別に述べる。
〔参考:相 馬森、2005b)
(1)リンダーモ ン ドテス ト
天野(1986)の中で記 され ているCa1飴e,R,C、,Lindamond,&C、LindamQndの研究で
使 われ た リンダーモ ン ドテス トを参考に、彼 らの音を聞き とるカを測定 した(ただ し、
彼 らにはテス トとは告げず にゲームとして提示〉。概要は以下の とお りである。
①5種 類の積み木 を用意 し、清音は黄色 ・濁音は赤 ・半濁音は黄緑 ・長音 は長い積み
木 ・促 音と拗音 は小 さい積み木で表す ことを伝 える。
② 筆者 が言 った単語を聞いて、積み木を選び、順番に並ぺ る。児童のテス トに先立ち
児童 か ら好きな単語を言ってもらい、筆者 が児童の前でその単語に合わせて積み木
を並べ てみせ た。
③ 筆者の発話は一単語につ き一度ではなく、必要であれば何度 も繰 り返 し発話を行っ
た。ただ し、ある文字だけを強調 して発音す るよ うなことはせず、全体のス ピー ド
を多少 変えて発話 を行 った。
④ ①で述 べた規則はrル ール」として紙にま とめ、彼 らがテス トを行っている間にい
つで も見て確認 がで きる状態に しておいた。また毎回用いた単語は児童が普段か ら
よ く使 ってい る単語であ り、文宇 も比較的 よく目に しているであろ うと考 えられ る
もの を取 り上げた。
⑤2児 童が隣 り合わせの状態で行ったため、隣を見た り、話 しあった りしてはいけな
いことを注意点 としてあらか じめ伝 えた。
結果は以下の とお りであった。ここでは積 み木の選び間違いなど、不注意か ら出て
きたと見 られ るミスは省略 し、それぞれの児童に特に頻繁に見 られた誤 りを記載す る。
・F=濁音 ・半濁音の混同、長音 ・促音 ・擬音 ・拗音の欠落 ・添加
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・M=清音 ・濁音 ・半濁音の混同、長音 ・促音 ・擾音 ・拗音の欠落 ・添加
上記 の結果か ら、2児 童の誤 りは、彼 らが表記 の際に誤 る点 とかな りの割合で一致
してい ることが分かる。 ここか ら筆者のたてたr表 記できない原因は音が正確に聞き
取れていないこ とにあるのではないだ ろ うか」 とい う仮説が検証 されたのではないか
と考える。
(2)ひらがな ビンゴゲーム
さらに筆者は ビンゴゲームを用いて彼 らが意識 して音 を聞き取 るよ うに促す活動 も
行 った。概要は以下のとお りである。
①25マ スのマス 目がかかれた紙 を用意、児童に1枚 ずつ配布。
② 彼 らが表記の際に混同してい る、か行 ・が行 ・さ行 ・ざ行 ・た行 ・だ行 ・な行 ・ら
行 ・は行 ・ぱ行 ・ば行の合計55文字を紙に一覧で示 し、その中か ら25文字 を選ん
でマス 目を埋めるよ うに説明。
③ 上で示 した55文字 を1文 字ずつ書いて折った紙を くじ引きの ように3人(M、F、
筆者)が 順番に引き、書いてあ る文字 を読み上げ、その文字があれ ば消す。誰かが
3列そろった時点で終了。
ビンゴゲームを行っている際に濁音や半濁音のついた ものを読み上 げると、例 えば
「『ば』だか らまるがっいてるやつだ よね」「『ご』って点々のついてる 『こ』?つ いて
いない 『こ』?」 な どとい う発話が、特 にMか ら頻繁 に出てきた。また両児童 ともに
読まれたもの とは違 う文字を消 してい る場面 もしば しば見 られた(例;「ぱ」と読み上
げた際にrば 」を消す、など)。さらに1・1に関 しては ら行 とな行 を誤 って消 しているこ
と{)あった。 この ビンゴゲー ムか ら、彼 らは文字 を見て発音す る際にはまった く誤 り
はなく、文字 と音声 をきちん と結びつけ られてはい るものの、他人が発音 した ものを
聞いてその音 を表す文字 と結 びっ けることができていないことがわか った。っま り音
の聞き取 りに問題 があることが分かるだ ろう。
(3〉しりとりしりと り1音韻意識1に関する調査 として
音の抽出課題2に基づき、通常のよ うに最後の文字で しりとりを行 うのではな く最後
か ら2番 目の文字で しりとりを行った。 以前 に支援 の中で何度か通常の しりとりをや
っていたため しりとり自体は難 しくない様子だったが、やは り濁音や半濁音 に関 して
1音韻の弔位を操作する能力。音韻意識の獲得が読み能力獲得の前提であ り相互作用閲係にある。(高橋
ら、1998)
2音韻意識の課題は、日本語の場合は音の温成,抽 出,分解,削 除の4つ が主たる課題であり、その他
逆唱も使われる(原、2003)
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は聞 き取 りを誤 って違 う音か らは じめて しま うことが、何度か見 られた(例=Frお ん
が く」→Mrかまき り」)。しか し両児童 ともr最後か ら2番 目の文字で しりとりをする」
とい うことには何の問題 もな くスムー ズにできてお り、この活動や普段のや りと りの
中か ら2児 童 とも音韻意識 の点では問題がないことがわかった。
ここか ら彼 らの問題はやは り 「音の聞き取 り」に集 中 してい ることが判明 した とい
える。
上記の 中で も特に支援 の中で頻繁に用いたのは(1)の リンダ モン ドテス トであ
るが、上記以外に も、 ミニマルペアの絵 を用いた盾動 などを行いなが らFとMが 普段
か ら音、特 に開 き分けが難 しい と考 えられ る音 を、意識 して聞 くよ うに促すこ とを試
みた.
2-4.2児 童の変化
上記のよ うな、音への意識化を促す ための支援 は04年U月 末ごろから支援の中で
毎回行 うように した。F、Mともに特に積木を用 いた活動には非 常に興味を示 し、毎回
熱心 に活動を行 っていた。冬休みや春休みで支援が途切れた こともあったが、約 半年
間支援 を行 う中で両児童 ともに変化が 見られ た。
Fに関 しては表記 の問違いが著 しく減少 した。また問違いがある場合でも、Fが自分
で書 いた ものを見なが ら筆者が正 しく訂正 した ものを読み上げた り、もしくは 自分 で
書いた ものを声に出 して読ませた りした際に、即座 に誤 りを見っ けて訂正す るこ とが
できるよ うになった。相馬 森 〔2GO5a)でも述べたよ うに、以前 は筆者がFやMが 書い
たものを訂正 しなが ら読んでいっても自分の誤 りに気付 くことはほとん どなかったた
め、これは大 きな進歩 と言 えるのではないだろうか。F自身 も在籍クラスで書 いたr三
年生になってかわったこと」 とい う作文の中でr三 年生になってこくごで字がち ょっ
とす らす ら読める ようにな りま した。」 と書いている。Fは もともとひらがなの読み に
問題 があったわけではないので、 これ は文字 と普段 聞いている音が一致 してきたため
に意味が とりやす くな り、その結果す らす ら読 めるよ うになった ととることがで きる
のではないだろ うか。
Mに 関 しては、いまだに表記の誤 りは非常に多い。 しか し以前は、例 えばFが 「り
ん こ」と書いたの を見て筆者が 吻 ん ごね。」と 「ご」を強調 していって童)全く気 付く
様子 はな く、rそれでいい?」 と問いかけてもrう ん。なんで?ど こが違 うの?」 な ど
と言 っていたのに対 し、最近では書いてい る途 中で濁音や半濁音、促音や長音の 可能
性が あると感 じると筆者に 「点々ある?」 や 「ここに 『う』か 『お』いる?」 な どと
聞いて くるよ うに なった。 まだ確実 に自分で聞き分けることはできないが、少 しずっ
意識化が進んでい ると言えるのではないだろ うか。
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F、M両児童の変化の違 いはFとMの もともとの 目本語力の違いや、Fは 学校以外に
も毎 日おけいこや塾に通っているのに対 してMは 学校か ら帰る と友達 と遊ぶ以外は家
庭 で過 ごしてい ることなど、2児 童の生活環境にお けるさまざまな要因が絡んでいる
だろ う。 しか し音を意識 して聞 くとい う活動 を支援 の中に取 り入れ ることで確実に2
児童の音を意識 して聞 き、聞 き分ける力 がついて きて表記にプラスの影響を与 えてい
る と言 える。
3.ま とめ
本稿では、滞 目期間が長く今後 も 日本で生活 してい くことがほぽ確実なJSL児童2
名の表記の問題 を取 り上げ、音への意識 化に焦点 を当てた筆者の支援 を振 り返 りなが
ら考察を行 った。今回支援の中で、何度 も繰 り返 し音への意識化 を促すための活動を
行ったことで彼 らのr表 記力」に多少な りとも影響 を与 えてい るとい うことは上で述
べた とお りである。
通常彼 らのよ うに 日木語での会話力が 日本人児童 と遜色がないほ ど高 く、文章の読
み書きに関 しても表記以外は問題がないJSL児童は、 日本語支援 の対象か ら外れて し
ま うこ とが多いだろ う。 また 日本語支援 を受 けていた としてもr書 くことだけができ
ないか ら」 とい う理由で書 く活動を中心に した支援 を受 けていることが多いのではな
いだろ うか。
しか し今 回の2児 童の例のよ うにr表 記できない」原因を探ってい くと必ず しも読
み書きの力 に問題があるのではな くr音 の聞 き取 り」に原因があ り、そ こを強化する
ことで少 しずっr表 記力」を伸ば してい くことも可能 であることが示唆 された。 今回
の支援 を通 じてFのr表 記力」 は著 しく伸びた ことが確認で きた。Mに 関 してはまだ
まだ不十分 な面もた くさんあるが、以前 よ りは少 しずつ伸びてきてい る。今後 も彼 ら
のr表 記力 」を伸ば していくための支援 を行い、彼 らが表記の問題 を克服 していける
ように研究を重ねてい きたい と考 えてい る。
(アイバモ リ カナ ・修士課程2年)
【参考 文献 ・参 考URLI
相馬森佳 奈(20G4)r書く ことへの抵抗 をな くす支援 」『年少者 日本語 教 育実践研 究』No.3
pp.59-64,早稲 田大 学大学院 日本語教 育研究科
(2005a)「JSL児童 の 『表 記 できない』原 因は何 カー 2人 のJSL児竜へ の文援 を
通 して一 」『年少者 日本 語教 育実践研 究』ND,4pp.45-51,早稲 田
大学 大学院 口本 語教育研 究科
(2005b)rJSL児童の 日本 語の音声 習得の重 要性 一言語 習得 に関す る先行 文献
を中心に 一」早稲 田大学大 学院 日本 語教 育研 究科年少 者 日本語 教育
一31一
研 究室Ml論 文http:〃購w,f.waseda.jr)/kawakam1/m101,ht融
天 野清(1986〉『子 どものか な文字の習得過 程』秋 山書店
高 橋登 ・大岩み ど り ・酉元 直美 ・保 坂裕子(1998)r音韻意識 と読み能 カ 英ー 語 圏の研究 か
ら一」『大阪教育 大学紀 要』 第lV部門 第47巻 第1号pp.53-80.
田頭明子(2002)r子どもた ちの共 生 一多 文化の子 どもたちの教室 にお け る実践 か ら」瀬 戸
一郎 ・川 村 千鶴子 編著 『多 文化教育を拓 く一マル チカルチ ュラル な 日
本 の現 実の 中で』 明石書店
原 恵子(2DO3)「子 どもの言語障 害 と音韻意 識」『コ ミュニケー シ ョン障害学』20pp,98-102
早 稲 田大学大学院 日本語教 育研究科 年少者 日本語 教育研究室編(2004)『JSLバン ドスケー
ノレ2004言式f了版 ・ノト学校8扁』
一32一
